
第5回 「よくわかる第２巻講座ニュース」    第２巻運営委員会 

 

会場交流会、お互いに知りあうことができ有意義でした。御協力ありがとうございました。 

 

ワンポイント 学習より   

『資本論』の視点から、“メインディッシュ”“労働者を裏切らない”とはどういうことかを問う。 

・米民主党敗因、労働者を見放す。「汗してはたらく労働者、一番の願いは、暮らし。」 

・経済政策は根本診断に基づく根本治療があって、中期・当面の政策が決まる。 

・気候問題：「温室ガス排出、２０事業所で総量の２割」（２００９年『赤旗』記事）、かたや、 

「共産党と企業活動グループ懇談。政府目標低すぎる。」（２０２４年『赤旗』記事）  

◎CO2排出の大本を規制するのが根本解決。これは階級闘争です。それをしないで政府目

標の高低を評するのは一億総ざんげ主義で根本解決にはならない。 

・「格差の原因は株主資本主義」か？（２０２４年『赤旗』記事） 貧困・格差・失業の根本原因

は、資本主義の“搾取“です。上の記事の表題はこのことを覆い隠してしまいます。 

 

第１篇 資本循環論  第５～６章 「純粋な流通費」と交通・通信 情報産業の相違   

第５章 流通時間      ◎資本の総循環＝生産時間＋流通時間。  

生産時間＝労働過程の期間＋生産資本が生産過程にとどまっている時間（労働過程が中

断している期間＋労働の準備の期間＋正常な生産資本の休止期間。）（→畑にまかれた穀

物、穴倉に寝かせられているワインなど。） 

労働時間を超える生産時間（上の下線部分）は価値も剰余価値も生まない（流通費と同じく

生産の空費）。空費をなくすことが資本の最大の願い・ふだんの傾向です。 

 

第 6章 流通費 

◎流通費を労働価値説に基づき、①価値を生まないもの、②場合によるもの、③価値を生

むものに分ける。この区分は労働価値説（労働のみが価値をつくる）を維持するためです。 

①純粋な流通費は・売り買いの時間 ・簿記 ・貨幣 

・売買のための労働は価値をつくらない。商業の役立ちは不生産的労働時間を減らすこと。 

②保管費は、紛らわしい性格です。商品価値を高めるための在庫は価格を引き上げる。売

れなくて発生する在庫は、価値を高めず価格にも入らない。費用は資本家の損失となる。 

③運輸費・情報は、流通の中に延長された生産過程として価値を付け加え、価格に入る。 

 

◎資本家階級そのものが生産にとっての空費です。なぜなら、資本家は価値も剰余価値も

生産しません。それらはすべて労働者の作り出したものです。資本は資本主義制度の私的

所有の結果にすぎません。 


